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　4・む　す　ぴ

　この地域わ氷見地域から幅光・金澤地域え岩相の製化

する部分で，・分村ねぱならぬメンバーの敷がすこぶる多

く，各メソパーの簡箪な記載と，構造の大要（分布）に

ふれただけで豫定の紙藪を超過してしまった。これらを

基礎とする地史學的考察についてわ稿を改めてのべるこ

とにする（執筆責任者池麹・市原，1950年10月13目）。

領家帯超塩基性岩の花闇号化の一餉

吉　　　澤 甫

An亙x乱n1p1e∩f　tho　Gr乱nitiz乱tiom　of　thθ　U1伍吼ba目io　Rook　in工己yρko－Zond

lBy　Hajime　Y0欄IzAwA．

　昨年長野願下伊那郡の領家襯！一ライト研究中コート

ラyタイトの興味深い花闇号化を認めたので報告する。

　　　　　　　　I　産　　　　献

　コiトランタイト’は飯田市の東南東直距13km，中央

構造線の西側に饗立する鬼面山の西南谷ホンボラ1）に露

われる。此一葡は黒嚢母斑状花闇閃織岩から成るが，谷

の入口から3km上流に藪十mに且ってコートラyタ

イトの大小鱒石が多動散布し，附近川床申に問題の露頭

がある。

　此慶では流路に浩って約10m塊状の此超璽基岩が露

出し，之が黒雲母斑状花開閃織岩の瑳入によって種2～

3mの璽個の岩塊に切鐵されている。接鯛部では花樹閃

織岩は優白質トーナライトで代表される。超璽基岩塊の

外周には5～20cm幅の比較的粗暴軟弱な茨織色細粒優

男槻が襲達する。2〕之が下に述べる花開岩化による周懇

鶴であるb3）

　　　　　　　　皿　岩石の特徴

錐1表

　岩石の概要を亥に述べるが，含有鑛物の種類並に光學

性に就いては第一表参照。

　l．榎をなす超璽基岩

　a　コートランダイト

　角閃石，撤罐石が主鵠である。

　ポイキリチックに襲建する褐色角閃石中に溶蝕された

他形の轍摺馬時に紫蘇糧石があ乱紫蘇輝石は無色角

閃石英他に依って鹿てられるが・賦存状況からみて撤幡

石の周邊に不適績反腫的に生成したものらしい。紫蘇糧

石特に敏礪石の周醤並に褐色角閃石の周邊及莫膜内に葡

献叉は斑状に無色角閃石が交代的に嚢蓬する。スピネル

は無色角閃石申に粒状に生成する。後着が織泥化する場

合にはスピネルは織泥石中に残存する。黒婁臥ま輝

石・角閃石の間に箆成斑晶的に生成するが著しく織泥化

する。滑石は撤構石中並にその附近に斑臨状，豚状に生

成する。織泥石は絹石駄に射られるところがある。方解

石豚も亦認められる。

各相にあらわれる銭物

超　塩　基　核 周　　縁　　湘 柘簡閃線砦
（1）コートランダイト ○角閃石 ．（1）優白質ト1ナライト

○扱構石 淡鵠繰種→陽超石 ○赤褐黒雲母
α目1，689，2V＝（一）激． 腕包（。。。）子1－655一ナ1－648． γ目1，642～1・656。

Fo73F日26’ 2V＝（一）83。　（一）8r ○斜長石
○紫蘇糧石 ．無色種 An33～An側．

7昌1，692，α目1－681。 胴，（H0）；1－652， ○他に石英，隣友石，鐵銃ヂルコ

2V嘗（一）附，ρ〉＾ 2V＝（十）70．c日． ン，アルカリ長石。

En州F8加． ○淡褐黒雲母 （2）斑献花開閃線砦

○淡補角閃石 7＝1，612～1－61全 ○褐色黒雲母
冊里（11。）昌1－668． ○斜長　石 7＝1，664．

1）喬木村大島部落東南4km。本洞？

2）更に孚花開岩細豚が趨塩基岩を切断するが，之等

　両者の間には反騰帯は認められたい。

3）北周縁帯は色に於て超塩基岩と殆んど差異がない

　から見逃す恐れがある。
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領家帯超瞳基性砦の花筒砦化のr酌

○無色角閃石
　冊里（11o）＝1，652、

○淡濁黒雲母

簑灘；：lllll／局部曲獲化

○線泥石（クリノクロア）

　β＝1カ91，2V極小，

　光學性巫，延長性負

○他にスピネル（プレオネスト），

　滑石，隣友戸，蛇紋石，鐵銭。
　｛2，　チ目閃姜鉦毒固岩

○帯色角閃石
褐色：冊里（。、。）二1，690，2V〉（一）80。

褐緑色：伽（H0）＝1－686．2V＝（一）73

線色：仰包（u。）＝1揃2．

○無色角閃石
　肌2（11。）＝1〃4～1，671．

　2V二（十）82。．

○斜長石

　An80，時にムn70の黒帯あリ。
○他に燐友石，鐵鍍，少量の黒雲母，

　線泥石，石英

　An40（核にムn80）
○石　　　英

包有物多い。

○他に隣友石，鐵銭，線泥石，滑石

○微斜長石
○斜長石
　An35～ムn30．

○他に石英，瞬友石，鐵銭．チツレ

　＝■ン。

　b　負閃斑糧岩
　之はコートラyタイトの｝部に不定形を成して存在す

1る。糞量は超露基岩相に比して著しく少である。一般に

細粒で角閃石に褐色一鶴綜穂並に無色一視綜種の嚢化の

・認められること，斜長石An8ト70の晶出すること，徹幡

石並輝石が潤滅していること4〕箏がコートラニノタイトと

異なる。爾岩、ま貫入等の闘係になく部分的な異相である。

　2，周縁弾の岩石．

　之は鑓物の共存状態から3に分類されるが之等3相は

明瞭な境を屯つのでは無く移過し鰭って此分類の困難な

ところも多く，随って此分類ゴ主要鰯物の量的割合から

・育つだ比較的のものであ一る。

　乱　量内部相
　之は超露基榎に隣接する極めて小部分で・視線角閃石

の著しく淡色化したもの乃至1ま更に英外周に陽起石の生

成したものと斜長石j）とを主とする。淡色化する角閃石一

一には紫蘇瞳石の残存1亥を有する屯のもある。叉撤鷹石の

輪廓を思わす様な外周をもった滑石小結晶の集合膿もあ

・る。黒雲臥ま少量で乱線泥化する。一般に北相は超屋基

棲の石理を残存し，粒度も下に記載する各相のそれより

4）稀に紫蘇輝石が角閃石中に残存する。叉角閃石の
　無色一編巌種の室化は前種が後種中に斑鶉朕をなし
　褐色一綱緑種の墜化の様な累静的のものとは梢趣が

　異なる。

占）　奈￥長石にはムn80－70を内帯：，　An40を外語！とす

　る黒帯がある。

は犬である。北相は鑛物組成，石塑箏からみてトロyジ

エマイト相を明に代菱するものである。

　b　内　部　相

　之ま周縁留の代表的なものであ乱外部棉に比し陽超

石，斜長石に當み，黒雲母に乏しい。陽起石は桂此粒

脱東状，亜放射状等をなすが，絡みあった穣なi誠■一

1日。i皿gの構造を示す場合もある。桂画の他に底面の壁開

が著しい。斜長石ム皿40は陽起石結晶とつ』まれて班劉

厭に慶し贋々石英とミルメカイト構造を示す。斜長石は

絹雲母化することもあ孔黒雲母は陽起石の間隙に充填

的に生成す乱無色魚閃石集合鐙が陽起石中に斑紋伏に・

叉は一部でま後者の核をなして産する。6）無色種は長柱

状集合冒豊で著しい参集片双晶をなすのが特徴である。

　○　外　　部　　相

　こ』で1ま黒雲母が多くなり・陽起励欄少す私文ト．

一ナライトに接する附近で．ま黒雲母と石英との粒状集合

欝が賦状に陽起石に富む部分を切る！）冒〕

6）

7）

8）

　無色名閑石と陽起石との種別は屈折率の酷似と繭

者ともに殆んど無色のたあ困難の場合が多い。光単

性の正負と双晶の襲達の良否で国別されるが，個々

のものに就いて厚別し難いこともある。

　粒状黒雲母も亦屈折率に於では他の形饅をとるも

のと差異はたい様である。

　之筆の分相は上述の様に銭物の量の多少によった

もので，諸銭物年一機に各相にあらわれる。特に・

黒雲母1石英，線泥石，銭鍍，燐友石讐は普遍的の

ものである。
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　3．一外周を取園む花縄閃織岩

　周縁相を取園む優白質トーナライトの斜長石成分は前

着のそれと酷似するが・穐曹達分に富む。加里長石は極

めて少い。黒雲母は明に高い屈折率をもつ。石英の量も

亦周縁相よりは多い。周縁相を約30m離れた花樹閃緑

岩には斑状徴斜長石が本とめられる。之れの黒雲母の屈

折率は最大セあ乱斜長石成分はトーナライトと酷似す

る。

　　　　　　　　皿．総　　　括

　1．核を成す超露基岩の起原

　此岩石の鑛物的共存並地質状態叉北地

に南接する．ヒ久堅村曜現山附近に同種コ

ートランダイトがノーライト中に撃達す

ること等から観て此核は筆者の所謂領家

糟ノーライト9〕と明に同源岩である。核

をなすコートランダイト相中の撤橿石，

紫蘇輝石，鵜色角閃石等，負閃斑糖相中の

錐　3　號

であったため英中に特徴ある低温墜戎鑛物の生成が顕著

でなかったこと等に起因するのだろう。換言するなら

一ば角閃石化・黒雲母化箏は主としてエマネーション時代

のものであり，織泥石，滑石，織雲母箏は熱水時代のも

のであろう。

　各港相を通じての角閃石の墜遷を鏡下での観察から総

合すると第二表の様である。

第2表　角閃石の鐘成過程

‘梱包崎岡引 禍緯確→絶権

舳書建録

斜長石ムn8ト7q，褐色角閃石等はノーライト中のものと

層橡民墓岩漿起原のものである。簡コートランダイトの

撤傍石，紫蘇輝石はノーライト中のそれ箏の内裏も苦土

に，叉斑積岩中の斜長石は最も茨分に富む種である。ユ0〕

　2。花樹岩化による主な生成鏡物

　本岩類中の鑛物の共存状態並領家帯ノーライト中の花

樹岩化箏から考察して本岩類の花樹岩化生成鏡物は超屋

基榎及周蹴目を通じて無色，褐織，’青織各角閃石，一 z起
石，黒雲母燐荻石，スピネル，斜長石ムn40，石英，滑

石，クリノクロア，絹雲母等と推定される。此鏡物群中

石英より上位のものは角閃岩相乃至線簾石角閃岩相時代

の壌戒に，下位のものは織色岩相時代のそれに対比され，

此花嵩着化は幅廣い溜度降下過程を鰹た換言すれば製戎

の一輪廻を示すものと考えられる。一般にみとめられる

領家ノー一ライトの翼戎現象に於ては角閃岩キ貼附のそれ

が明瞭で低温への箆鳳ま認められない事はないが観著で

ない。之は從來筆者の研究したノーライトの試料が花闇

岩との接胴部そのものから鶴られたものでは無く，換言

すれば花樹岩波と直接接鯛しないエマネーションの興質

の強調された部分のものであった篇，叉一面花嵐岩と化

寧組成的に彊いコ1・トラスト’をなす超霞基性岩の未藪見

一9）音澤甫：領家帯のノーライト：地球科挙，NO．1，

　P．11　（1949）

　淡路島志筑ノーライトの産献とそれに基づく考察

　　±也早．　No12，　p．33　（1950）

　領家帯の塩基性岩：地質雑，一∀OL56，p．267（950）

一〇）吉澤甫：前掲；地球科亀ル14，附固No．2参照

需。竈態　　　　棚悠棚睨 織色権期

表中

　　　　　指昌着化

線で連ねたものほ．岡一薄片中接するととろの

みられるもの。其内太線で連ねたものは漸移

する境をもつもの，細線で連ねたものは比較

的明瞭か境をもつもの。

括弧外の数値は角閃石に於ては冊里（、1。），輝石一

に於ては7
指弧内の敷値は光軸角

括弧内の銭物は花嵩号化以前生成に係るもの

　上の如く角閃石の愛麗を見ると褐色一視織一線色種の

墜化は後者になる程屈折率は低下する。褐綜→陽起石

のそれも同様である。しかし織色種と陽起石との關係は

接するところが無いので不明であるが両者の屈折率藪値

からみて低下することは確であろう。無色種と織色種乃

釜陽起石とほ．ヒ昇から低下の傾向を示す。11）無色種と湯

職種とは後者の方が上昇す孔黒雲母は各岩相を通じて

製化に乏しい。これらの饗化はノーライトに於て得られ

た賓料と同類であ孔しかしこの類とかなり異る傾向を・

示ナものがちる。それは岩生氏によって山口縣，天寵峡

等で得られた所謂含紫蘇輝石粒状忠箸着が採取した奈

良照宇陀の所謂石英ノーライト及長野照下伊那のユーリ

サイト様岩中のものである。．之箏2傾向の製化は岩型換

言すると原石の性質の差異に曲ると考えられる12）が興味

深し・問題である。

11）之筆の現象は脆鐵，一晩チタンによるのだろうと考

　えられる。

　褐色角閃石がチタン及第一鐵に著しく富むこと及酸

　化角閃石でないこと偉嘗って報告した。前掲地球科

　學参照。

12）之籍に就いては未駿表であリ編を改めて報告す糺
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囲ノ上山花筒岩に於けるExtinct　H皿1o　Type　A．

　3・蛯紋岩の花樹岩化との比較

　蛇紋岩が花嵩号化を受ける場合相互反圃こよる興味深

い累梢配列の生成がSierra　Nevada，13）Shet1乱ndI日1an

d昌14）等に於て報告されてい乱之箏の反魑儒はいずれも

酷似する様であるが，例えばSierm　Nev乱d乱のもので

は蛇紋岩棲から州ご向って　1）滑石襯；蛇紋石，滑石，

少量の撤簡石及斜長石の残存，微量の織泥石，2）滑石

一陽起石帯；内部一滑石，陽起石・織泥石，鐵鑑，スピネ

ル等，中外部一陽起石ρ埼加，少量の織泥石，鐵鑛，スピ

ネル　3）黒雲母糟；少量の織泥石英他等の配列がある。

　之を奉岩のそれ≒鏡物的に比鮫す客と本岩の周縁相の

内部はSie正r乱Nevad乱の2に，外部は3に類似するが，

核部及周塚相の最内部は後着の1とは稽異なり無色角閃

石，淡色化した褐緑角閃石で代表されている。

　叉組織からみると本岩の墜成葡はSier正a　Ne柵曲等

のもの様に明瞭な累葡を成さないで著しく分相が不明瞭

．である。

　之等の原因は原岩が一方は種々の高温な岩漿的鑛物か

らなり且不均一な岩石であるのに反し・他方は理一な低

温製成鏡物（蛇紋石）から成る比較的均一な岩石である

13）αA．Macdom1d：Pmg贈日ve　Meta日。m品ti日m
　of　Sθrpen㍍ne　in　the　Seirfa　Nev乱d乱。f　C齪1iforn－

　i日；ム皿肌皿iheral．，XXVI，p．274，（1941）．

14）　IlL　H，R脇d：0皿Zonea鴉日。oiation日。i　an柾

　go正ite，七乱1o，aotionali蛇，oh］orite，and　bioti拓in

　Un日毎，Shetland　I81and日；Min．Mag．，XXIII，

　I〕．519，（1934）一

15〕蛇紋岩の凝成は線簾石角閃岩相程度のもので・本

　岩のそれよりも低度のものである。　Sie皿a　Nev沈a

　のものは花筒岩とは直接接し榊・。叉黒帯は元素の

　移動速度によることが大であろう。

こと騒って此陵を中心として全ての方向に反腫が均一な

過程で進みそうであることの豫想されること，更に又雨

着の製戒時の熱英他の要素の相連15）等に曲るものだろ

う。

　叉各帯の化學組成からみてSi帥乱Nevadaのもので

は第2，第3帯の間に蛇紋岩と花樹岩との境を推定して

いる。本脚と於ても周縁相の最内及内部の面相では超屋

基虞の鑛物が残存するが，外部相では之が全くみとめら

れな1、・馳から内部相と外部相との境が板印超騒基岩の影

響の蝿い部分と花樹岩の影響の強い部分との境と屯考え

ら．れないことは無いO

　要するに之箏すべての超騒基性岩の花嵩号化は英皇成

度，原岩並避大岩液の諸性質等に依って稽差異は生ずる

が捕獲1着と岩漿との所謂reGipr㏄刮いeaCtiOn観念から

すれば捕獲岩・岩漿等が類似する場合には類似した傾向

の鋳物相の生成することは當然のことである㌦

　4．ノーライトと花歯岩との關係

　此超霞基性岩の花樹岩化の観察はこれと同源盟である

ノーライト生成が花嵩岩謹人以前であるとの推定に有力

な一材料を與えたこと・叉花崩号化によって生成する鏡

物相が明瞭にされたこと等に叉一面の意義があると思

う。

　本研究は春木教授の懇切な御指導の下に行われたもの

で，費用の一部は自然科學研究費によったものである。

叉現地調査に當って下伊那触方事務所の方々特に齋藤勝

太郎・佐々木久一・村松金治・小平清司・原科庄三・教

育闘榛前澤富貿保，矢亀勝俊，一喬木村市酒信男，内山延

男諸氏に負うところ犬であった。滋に同教授始め教室各

位並に之等學外開係各位に封し筆者は深甚な謝意を表し

たい。　　　　　　　　（1950年9月24日）

田ノ上山花陶岩接鰯帯に於けるEx亡inct　HaIo　Type・A．

Extミnct　Ha1o“TypθA”此und－in仇θBiotitθin　thθContact　Zonθof

Tanakami二yalηa，§higa　Prθfθcturθ，J＆Pan・・By　Ichikazu　HAYAsE・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　早　　瀬

　〔縮電〕堆積岩に於てその歴史を指示ナるものとして

化石があると同様に花騎岩に於てその固結以後の歴史的

生蔵物として多色牲ハロがある。　Hen砒朋。n　l〕はハロ

を成因的に二大別し長い地質時代を通じて未だ放射能的

活珪な核鑛物をもつものを・“醐tivθb冊1o”，既に放射性

を失った核鑛物をもつものを“extinct　haIo”とし，前

着を正号漿的，後者を熱水的産物であるとした。更に

“趾timt　halo”を細分してA．温．C．D四つのタイフに

分けている。例えぱこ土にあ付る“6xtinct　h皿10，七ype

A”（以下Aハロという）とは核鑛物が非常に小さい単

純輪のハFで脇Fの飛程をあらはすものである。これ

は18μ前後の比較的薄い色の誰純な圓で，・棲鑛物ぽ直蟹
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The position (B--!) of the Na-ion is on the re

flection plane, the symmetry of halloysite is per

sisted -as it is after such ion-exchange has been 

taken place. 

An example of the granitization of the 
ultrabasic rock in Ryoke-Zone, Japan 

By Hajime YOSHIZAWA 

An ultrabasic mass is intruded; being sepa

rated into several irregular blocks with a diameter 

of a few meters by a porphyritic biotite granodio

rite, the contact part of which is represented by 

a tonalitic facies. 

The ultrabasic rock is a cortlandite with a 

vein-formed hornblende gabbro, and mainly con

sists of olivine, hypersthene, browh hornblende, 

and bytownite as primary minerals, and colourless 

.hornblende-browinish green hornblende, biotite, 

pleonaste, clinochlor, talc, and calcite as the 

product.a of granitization. 

Around each irregular block of the ultrabasic 

rock, there exists a ·fine-grained metasomatised 

marginal zone composed of colourless hornblende, 

light brownish green hornblende-actinolite, biotite, 

quartz, andesine, sericite, clinochlor, and talc; from 

the relative proportion in amount of the mineral 

assemblages, the innermost part of the marina! zone 

is charact.erized by andesine and colourless horn

blende, while the middle part by actinolite, and 

the out;er part by biotite. 

Through the ultrabasic core and the marginal 

zone, the evolutional change of the amphibole does 

not keep pace with that of the biotite; in the 

former the brown and the colourless hornblendes 

change into the green one with the index of refrac

tion being lowered in the_ direction from the core 

to the margin, while in the latt;er the change in 

composition is not evident. 

Judging from the mineral facies, this graniti

zation seems to pass the course from the Amphi

bolite-Facies to the Green-rock Facies, and to re

semble in many respects to that of the serpentines 

from Sierra Nevada and Shetland Islands, though 

the former being of rather higher grade than that 

of the latters. 

Extinct Halo " Type A " found in the 
Biotite in the Contact Zone of 

Tanakami-yama, Shiga 
Prefectu,re, Japan. 

By Ichikazu HAYASE 

The pleochroic halo has been classified by G. 

H. Henderson into two groups, namely active halo 

group and extinct one. In the ciontact zone of 

Tanakami-yama, the extinct halo "type A" is 

found in abundance especially in the hornfels and 

its allied rocks in the immediate neighbourhood 

of granit.e, while it is not so ciommon in the 

granite itself. The granite rich in extinct halo 

"type A " ·is considered to be of metamorphic 

origin. Therefore in the case of the radioactive 

age determinati<m of rocks by means of helium 

method or lead method, it is essential to ascertain 

the presence or absence of the extict halo. 

On the Cenozoic Formations of 
Nishi-kubiki District, 

Niigata Prefecture. 
By N. FuJIMOT, K. FUJITA, I. KoMATANI, 

A. MORISHITA, K. SAWAI, M. SUMITA 

In summer 1949, the authors surveyed Nishi

kubiki district, Niigata Prefecture that is the inter

val of Toyama and Niigata sedimentary basins. 

They described the stratigraphy, the geological 

structure, and the correlation of that district. Again. 

they tried to discuss on some problems which should 

be resolved in future, specially about volcanostrati

graphy, Nanbayama formation that had never been 

discovered, geological structure, and the new view

point in relation to the strata. 

Crude Oil and Radioactivity. 
By Zin'itirO HATUDA 

A summary of radioactive studies on crude oil, 

natural gas and Jirine water by many investiga-
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